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（
議
席
順
）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
本
市
は
市
制
施
行
65
周
年
と
い
う
新
た
な
歴
史
を
刻

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
５
年
に
一
度
の
市
民
体
育
祭

が
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
の
も
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
は
瀬
戸
大
橋
が
架
橋
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
瀬
戸
大
橋

は
昭
和
63
年
４
月
の
開
通
以
来
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
大
動
脈

と
し
て
経
済
、
生
活
、
文
化
な
ど
広
範
な
分
野
に
お
け
る
交
流

を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
、
社
会
経
済
全
般
に
多
大
な
効
果
を
も

た
ら
し
、
本
市
の
発
展
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
20
周
年
を
契
機
と
し
て
瀬
戸
大
橋
の
利
用
促
進
が
一
層
進

み
、
四
国
と
本
州
の
交
流
・
連
携
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
で
、

本
市
が
「
瀬
戸
内
の
交
流
拠
点
・
活
力
と
ふ
れ
あ
い
の
坂
出
」

と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
し
て
い
く
こ
と
を
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
一
方
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
市
税
の
減
収
を
は
じ
め
、
国

の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
・
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
、
毎
年
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
権
限
や

機
能
は
拡
大
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
し
な
が
ら
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
に

は
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
２
０
０
８
年
の
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
す
る
温
か

い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
瀬
戸
大
橋
開
通
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
顧
み
ま
す
と
、
古
く
は
塩
田
の
ま
ち
と
し
て
、
近
年
で
は

番
の
州
を
中
核
と
し
た
臨
海
工
業
都
市
と
し
て
坂
出
港
を
整
備

し
、
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
瀬

戸
大
橋
の
架
橋
に
よ
っ
て
、
本
州
と
四
国
を
結
び
陸
上
交
通
の

四
国
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
橋
が
取
り
持
つ
縁
で
サ
ウ
サ
リ
ー
ト
市
と
の
間
で
姉
妹
都
市
縁

組
を
結
び
国
際
交
流
を
開
始
し
、
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
、
瀬
戸
大
橋
開
通
20
周
年
記
念
行
事
や
、

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
の
交
流
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ぜ
ひ
こ
の
記
念
行

事
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
サ
ウ
サ
リ
ー
ト
市
よ
り
来
坂
す
る

使
節
団
と
と
も
に
祝
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
わ
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
国
際
化
、
情
報

化
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の

諸
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
地

方
自
治
体
を
取
巻
く
外
部
環
境
は
加
速
度
的
に
大
変
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

も
、
「
ム
ダ
、
ム
ラ
、
ム
リ
」
を
省
い
た
徹
底
的
な
行
財
政
改
革

を
引
き
続
き
断
行
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
行
政
の
透
明
性

確
保
に
努
め
、
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
市
政
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
瀬

戸
内
の
交
流
拠
点
・
活
力
と
ふ
れ
あ
い
の
坂
出
」
の
実
現
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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表彰受賞者紹介

　
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
秋
の
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
標
語
の
部
に
２
１
２
点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
１
５
０
点
、
作
文
の
部
に
54

点
あ
り
、
次
の
か
た
が
た
が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

長
尾
　
美
玖

國
重
　
　
樹

島
田
　
健
吾

野
角
菜
奈
美

籔
　
　
　
暁

島
田
　
燿
平

丸
岡
　
達
彦

室
本
　
佳
裕

片
山
　
侑
紀

山
田
　
聖
羅

古
津
　
陽
菜

吉
田
　
悠
人

片
岡
　
　
剛

末
永
　
成
美

平
田
真
奈
美

附
属
小
１
年

川
津
小
３
年

附
属
小
３
年

中
央
小
４
年

瀬
居
小
６
年

附
属
小
６
年

坂
出
中
１
年

坂
出
中
１
年

東
部
中
１
年

附
属
中
１
年

坂
工
高
１
年

坂
工
高
１
年

坂
一
高
１
年

坂
商
高
３
年

坂
商
高
３
年

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者

　
各
種
統
計
調
査

　
　
水
早
カ
ヅ
子（
加
茂
町
）

経
済
産
業
省
感
謝
状
受
賞
者

　
　
會
田
　
惠
子（
高
松
市
）

香
川
県
知
事
感
謝
状
受
賞
者

　
　
水
本
　
朋
子（
府
中
町
）

香
川
県
統
計
協
会
長
表
彰
受
賞
者

　
　
植
松
　
敬
子（
白
金
町
）

　
　
平
田
　
佳
子（
丸
亀
市
）

國
重
　
　
樹

蔵
谷
　
　
捷

澤
田
　
亨
輔

中
村
　
祐
美

澤
田
　
健
太

猪
熊
　
明
恵

乃
村
　
渚
紗

松
本
　
弘
樹

大
西
　
七
重

東
條
　
七
海

岩
中
　
ま
き

西
尾
　
美
咲

濵
岡
　
翔
子

三
野
有
香
子

松
井
　
恵
美

藤
谷
　
和
輝

吉
田
　
光
岐

川
津
小
３
年

附
属
小
４
年

林
田
小
５
年

林
田
小
５
年

林
田
小
６
年

林
田
小
６
年

林
田
小
６
年

金
山
小
６
年

瀬
居
中
１
年

瀬
居
中
１
年

岩
黒
中
２
年

白
峰
中
２
年

白
峰
中
３
年

白
峰
中
３
年

白
峰
中
３
年

坂
工
高
１
年

坂
工
高
１
年

水
尾
　
　
繭

小
林
　
由
依

田
中
　
磨
衣

期
　
間
　
12
月
25
日
貂
〜

　
　
　
　
　
１
月
９
日
貉

休
館
日
　
12
月
29
日
貍
〜

　
　
　
　
　
１
月
３
日
貅

会
　
場
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

　
　
　
　 

ー
か
も
め

　
な
お
、
作
文
に
つ
き
ま

し
て
は
、
育
成
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
「
は
ぐ
く
み
」
で

紙
上
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

西
部
小
６
年

坂
出
中
１
年

東
部
中
３
年

標
語
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

作
文
の
部

優
秀
作
品
展
の
ご
案
内

小
・
中
・
高
生
の
健
全
育
成
に
関
す
る
優
秀
作
品
入
選
者
の
発
表

　
平
成
19
年
度
統
計
調
査
功
労
者
・
優
良
事
業
所
と
し
て
、
去
る
11
月
15
日
県
庁
ホ
ー
ル
に
お

い
て
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、本
市
で
は
次
の
か
た
が
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

統
　
計
　
功
　
労
　
表
　
彰

香
川
県
統
計
協
会
長
感
謝
状
受
賞
者

　
　
譁
エ
ン
ジ
ェ
ル
旭
町
調
剤
薬
局（
旭
町
）

　
　
坂
出
食
糧
卸
協
同
組
合（
川
津
町
）

香
川
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
第
３
部（
小
学
５
〜
６
年
）努
力
賞

　
　
西
條
　
　
有（
附
属
小
５
年
）

　
　
植
木
あ
ず
さ（
附
属
小
６
年
）

　
　
福
岡
　
莉
奈（
附
属
小
６
年
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

坂
出
市
文
化
体
育
振
興
協
議
会
表
彰

川津町　78歳
市議会議員

戦没者遺族
援護功労　

村井　友信  氏

県 

知 

事 

表 

彰
江尻町　70歳
統計調査員

統計調査功労

西条　和光  氏

富士見町二　74歳
短歌結社「水甕」
同人　　　　　　

上総　和子  氏

王越町　62歳
民生委員・児童委員

社会福祉功労

堤　美佐代  氏

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
坂
出
市
文
化
体
育
振
興
協
議
会
は
、
11

月
29
日
に
文
化
お
よ
び
体
育
の
向
上
と
振

興
に
長
年
貢
献
さ
れ
た
か
た
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
か
た

が
た
で
す
。

　
短
歌
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
の
向
上

発
展
に
寄
与

文
化
の
部

川津町　82歳
坂出市ゲートボー
ル協会会長　　　

沼野　憲夫  氏

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
発
展
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
寄
与

体
育
の
部
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お知らせ

　
今
回
、
成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今
ま
で
の
こ
と
を
振

り
返
る
と
自
分
の
わ
が
ま
ま
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
迷
惑
を
か

け
た
な
と
思
う
。
友
人
や
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
族
に
は
最
も

迷
惑
を
か
け
悪
か
っ
た
な
と
感
じ
る
。
い
つ
も
心
配
を
か
け
、
何
か

と
反
抗
し
、
親
に
は
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
今
考
え
る

と
最
低
な
子
だ
っ
た
な
と
思
う
。

　
こ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
仕
事
を
し
だ
し
て
か
ら
で
あ

る
。
今
は
昔
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
大
工
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
そ

れ
と
同
時
に
一
人
暮
ら
し
も
始
め
、
親
の
大
変
さ
が
身
に
し
み
る
ほ

ど
わ
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
親
に
は
今
ま
で
迷
惑
を
か
け
た
分
、

そ
れ
以
上
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
う
。
大
工
と
し
て
物
を
作
っ
て

あ
げ
、
い
つ
か
は
家
も
建
て
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
今
は
必

死
で
修
行
し
、
独
立
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

成
人
と
し
て
大
人
の
自
覚
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
を
喜
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
る
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。

　
20
歳
と
い
う
人
生
の
区
切
り
に
自
分
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
決
意
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
学
生
で
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
な
い

し
、
精
神
的
に
も
ま
だ
ま
だ
自
立
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
浮
か
ん
で

く
る
こ
と
は
「
感
謝
」
と
「
命
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
た
け
れ
ど
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、

勉
強
や
部
活
に
つ
い
て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
か
た
が
た
、
共
に
歩
ん
で
き
た
友
人
・
先

輩
・
後
輩
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
命
」
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
さ
せ
て
く
れ
た
友
人
か
ら
は
、
命
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
そ
の
出
会
い
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
の
は
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
が
た
で
す
。

坂
出
市
で
は
、
男
性
３
０
６
人
、
女
性
２
９
５
人
が
、
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

成
人
式
の
ご
案
内

日
時
　
１
月
14
日
豢
午
前
10
時
受
付
、
11
時
開
式

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

　※

　
学
生
な
ど
で
、
市
外
へ
住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
か
た

　
　
も
参
加
で
き
ま
す
。
当
日
、
会
場
受
付
ま
で
お
越
し
く

　
　
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
（
蕁
44
・
５
０
２
６
）
へ

感
謝
と
命
の
大
切
さ

加
茂
校
区

山
　
中
　
梨
津
子

こ
れ
ま
で
の
自
分
と
こ
れ
か
ら
の
自
分

王
越
校
区

西
　
尾
　
純
　
一

新成人の声

■
詳
し
く
は
、
市
体
育
課

　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
２
５
）
へ

日　時　1月20日豸正午スタート
コース　市役所→沙弥島→瀬居町→
　　　　市役所  20.884km
参加チーム　市内12校区代表チーム
開会式　午前10時より
　　　　合同庁舎駐車場にて

第18回  坂出市瀬戸大橋駅伝競走大会

祝  新成人
　  おめでとうございます
祝  新成人
　  おめでとうございます

第18回  坂出市瀬戸大橋駅伝競走大会

至高松市

県道33号

至宇多津町
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お知らせ

後期高齢者医療制度の保険料について
　平成20年4月から後期高齢者医療制度が始まります。75歳以上のかたおよび一定の障害のある65歳以上のかたは、
現在の国民健康保険、社会保険の資格を喪失し、新制度の被保険者となります。今月号では、新制度の財源の1割を
賄う保険料についてお知らせします。

　保険料は、均等割額と所得割額の合計額が被保険者一人ひとりに賦課されます。保険料の算定は、下記の方法で
行われます。

●保険料の計算方法

　世帯の総所得金額により、均等割額が軽減される場合があります。同一世帯内の被保険者の総所得金額の合計額
で軽減判定が行われます。ただし、同一世帯に被保険者でない世帯主がいる場合は、世帯主の所得も併せて判定が
行われます。

★2軽減判定所得とは、世帯の総所得金額の合計額です。ただし、被保険者の年金収入が120万円を超える場
　 合は最高で15万円の年金特別控除があります。（例）年金収入のみ場合　年金収入ー年金控除ー15万円
★3被保険者が世帯主の場合は、被保険者数から 1を引いた人数となります。

●均等割額の軽減措置

　保険料は一人ひとりの被保険者のかたに納めていただきます。

■詳しくは、県後期高齢者医療広域連合事務局（蕁087・811・1866）または市保健課（蕁44・5006）へ

　原則として、年間の年金額が18万円以上のかたの保険料は、年金から天引きされます。ただし、介護保険料と
の合計額が年金額の1／2を超える場合は、普通徴収となります。
　保険料の年金からの天引きは、平成20年4月から始まります。4月・6月・8月支給の年金から平成18年中の所得
をもとに仮に算定した保険料額が天引きされた後、平成19年中の所得をもとに算定した保険料との差額が10月・
12月・2月支給の年金から天引きされます。なお、仮徴収を行う保険料の額は、4月初旬に通知いたします。
　※平成20年1月時点で被用者保険に加入しているかたは、被保険者と被扶養者の判別ができないことから、平
　成20年4月から8月まで年金からの保険料の天引きはされません。

●保険料の納め方

漓特別徴収

　特別徴収の対象とならないかたは、納付書や口座振替で納めていただきます。

滷普通徴収

　社会保険や共済保険等の被用者保険の被扶養者であったかたは、後期高齢者医療制度の開始で新たに保険料負担
が発生することから、下記の特例措置が設けられています。　　　

　後期高齢者医療制度の被保険者となる月から2年間は所得割額が免除され、均等割額の5割が軽減（7割軽減に該
当するかたは7割軽減を適用）されます。

●平成20年3月31日まで被用者保険の被扶養者であったかたの保険料

漓所得割額の免除と均等割額の5割軽減

　初年度の保険料は、特例措置により 4月から 9月までの半年間徴収されず、残りの半年間は 9割軽減されることから、
年間の保険料47,700円の1/20の2,300円となります。なお、保険料の徴収は10月から平成21年3月までの間で行います。

滷初年度保険料は2,300円

後期高齢者医療制度の詳細につきましては、「こくほだより」に掲載していますので、ご確認ください。

　  均  等  割  額

＋  所  得  割  額

　  保  険  料

1 人あたりの定額　47,700 円

基礎控除後の総所得金額★1×所得割率　8.98%

上限 50 万円（100 円未満切り捨て）

…

…

…

★1基礎控除後の総所得金額とは、被保
　 険者の総収入額を総所得額に換算
　した額から基礎控除 33 万円を控除
　したものです。
　（例）年金収入のみ場合
　　年金収入ー年金控除ー 33万円

軽　減　割　合 同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減判定所得の合計額
7 割軽減
5 割軽減
2 割軽減

軽減判定所得★2 ≦ 33 万円

軽減判定所得 　  ≦ 33 万円 ＋ 24.5 万円×被保険者数 ★3

軽減判定所得　   ≦ 33 万円 ＋ 35 万円×被保険者数
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お知らせ

　
今
年
の
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
事

業
用
償
却
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、

船
舶
、
航
空
機
、
車
両
、
運
搬
具
、
工
具
・
器

具
備
品
）
を
所
有
す
る
か
た
や
法
人
は
、

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
中
に
新
し
く
事
業
を
始
め
ら
れ
た

か
た
や
法
人
に
は
償
却
資
産
申
告
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
事
業
用
償
却

資
産
を
所
有
し
た
か
た
や
法
人
で
、
用
紙

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

提
出
先
　
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

提
出
期
限
　
１
月
31
日
貅

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
４

　
　
　
　
　
内
線
１
２
８
・
１
２
９
）
へ

償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
で
す
か

　
坂
出
市
が
平
成
20
年
度
中
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
契
約
（
物

品
供
給
等
）
に
係
る
指
名
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
受
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
１
月
21
日
豺
〜
２
月
１
日
貊

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
市
総
務
課

※

　
提
出
要
領
に
つ
い
て
は
、
業
種
ご
と

　
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
総
務
課
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

　
申
請
要
領
、
電
算
入
力
票
、
市
指
定

　
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
手
続
き

　
案
内
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

http://w
w
w
.city.sakaide.lg.jp/w

ork/keiya
ku/sim

einegai.htm
l

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

入
札
参
加
追
加
の
受
付
に
つ
い
て

　
所
得
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
近
く
個
人
宛
に
申
告
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
、
平
成
20
年
度
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

算
定
基
礎
と
な
る
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た

は
、
申
告
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
必
ず
３
月
17
日
豺
（
国
民
健
康
保
険
の
み
の

場
合
は
４
月
15
日
貂
）
ま
で
に
市
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
分
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

提
出
期
限
は
3
月
17
日
(月)
ま
で

■
申
告
の
必
要
な
か
た

　
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
坂
出
市
に

居
住
し
、
平
成
19
年
中
に
所
得
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
所
得

の
申
告
が
必
要
で
す
。

蘆
商
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
家

　
賃
な
ど
の
不
動
産
所
得
の
あ
る
か
た

蘆
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
保
険
金
な
ど

　
の
一
時
所
得
や
配
当
、
利
子
を
受
け
取

　
っ
た
か
た

蘆
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

　
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か
た

　
や
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
か
た

※

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
は
、
収
入
が
な
い
場
合
で
も
加
入
者
全
員

　
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
さ
れ
な
い
場

　
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が

　
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

■
申
告
の
必
要
が
な
い
か
た

蘆
勤
務
先
を
通
じ
て
市
へ
給
与
支
払
報
告

　
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た

蘆
社
会
保
険
庁
な
ど
を
通
じ
て
市
へ
公
的

　
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

　
る
か
た

※

た
だ
し
、
扶
養
、
保
険
料
、
医
療
費
な

　
ど
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
申
告
が

　
必
要
で
す
。

蘆
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

　
出
す
る
か
た

■
申
告
に
必
要
な
も
の

蘆
申
告
書

蘆
印
鑑

蘆
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

　
★
給
与
・
年
金
所
得
者
の
場
合

　
　
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
書
、
事
業

　
　
主
の
支
払
証
明
書
な
ど

　
★
そ
の
他
の
所
得
者
の
場
合

　
　
収
入
金
額
と
必
要
経
費
が
わ
か
る
書

　
　
類
、
帳
簿
書
類
、
領
収
書
な
ど

蘆
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地

　
震
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
明
細
書

蘆
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料

　
な
ど
の
領
収
書

蘆
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

蘆
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
身
体

　
障
害
者
手
帳
な
ど

■
申
告
相
談
は
１
月
30
日
（水）
か
ら

　
申
告
相
談
は
、
地
域
ご
と
に
左
表
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
申
告
書
の
書
き
方
が
わ

か
り
に
く
い
か
た
は
、
必
要
書
類
を
ご
持

参
の
う
え
、
該
当
す
る
日
時
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
相
談
日
に
来
ら
れ
な
い
と
き
は

　
右
表
の
相
談
日
に
来
ら
れ
な
い
と
き

は
、
申
告
期
限
内
の
執
務
時
間
中
に
市
税

務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
告
漏
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係

　
（
蕁
44
・
５
０
０
４

　
　
　
　
内
線
１
２
６
・
１
２
７
） 

へ
※上記以外の地域のかたには、例年どおり2月号にてご案内する予定です。

駒止町・笠指町・谷町・福江町・元
町・京町･室町・旭町・横津町・昭
和町・入船町・久米町

番の州町・番の州緑町・番の州公
園・西大浜北･西大浜南・沖の浜・
坂出町・川崎町・御供所町・常盤
町・中央町・築港町・宮下町・八幡
町・白金町・寿町・本町･新浜町・
富士見町・文京町・青葉町・花町・
小山町・池園町･大池町･沙弥島

1月30日貉～2月1日貊
9:00～16:00

坂出合同庁舎4階

申告相談日 該　当　町　名

2月7日貅～2月8日貊
9:00～16:00

坂出合同庁舎4階



7

お知らせ

　
学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る

業
者
は
、
次
の
と
お
り
登
録
業
者
申
請
用

紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

の
登
録
業
者
に
つ
い
て
も
更
新
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
１
月
４
日
貊
〜
31
日
貅

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
譛
坂
出
市
学
校
給
食
会
事
務
所

※

登
録
業
者
申
請
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備

　
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
譛
坂
出
市
学
校
給
食
会
事

　
務
所
　
坂
出
市
室
町
１-

１-

21  

　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
５
７
４
８
）
へ

平
成
20
年
度
学
校
給
食
用

  

物
資
の
納
入
登
録
業
者
募
集

　
市
で
は
、
家
庭
系
可
燃
・
不
燃
ご
み
収
集

袋
を
販
売
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
１
月
７
日
豺
〜
21
日
豺

坂
出
市
指
定
収
集
袋

　
　
売
り
さ
ば
き
所
の
募
集

　
市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
系
可
燃

ご
み
お
よ
び
紙
類
）
の
収
集
運
搬
の
委
託

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
予
定
地
区
　
金
山
、
西
庄
、
川
津
、

　
西
部
校
区

受
付
期
間
　
１
月
７
日
豺
〜
21
日
豺

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
市
清
掃
事
業
課

応
募
資
格

・
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
坂
出
市
内

　
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　
で
、
３
年
以
上
市
内
で
事
業
実
績
を
有

　
す
る
こ
と

・
事
務
所
、
収
集
車
両
、
車
庫
等
受
託
業

　
務
を
遂
行
す
る
に
足
る
施
設
を
有
す
る

　
こ
と

・
新
規
雇
用
者
を
最
大
で
４
人
を
含
み
常
時

　
雇
用
者
を
８
人
以
上
有
し
て
い
る
こ
と

・
受
託
業
務
を
遂
行
す
る
に
足
る
財
政
的

　
基
礎
を
有
す
る
こ
と

・
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
の
収

　
集
運
搬
業
務
に
関
し
、
１
年
以
上
の
経

　
験
を
有
す
る
こ
と

・
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

　
る
法
律
」
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該

　
当
し
な
い
こ
と

・
自
ら
受
託
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
詳
し
く
は
、
市
清
掃
事
業
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
４
５
０
３
）
へ

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の

　
　
　
　
委
託
業
者
の
募
集

募
集
店
舗
　
市
営
京
町
改
良
店
舗
２
区
画

　
（
京
町
二
丁
目
１
３
９
１-

１
人
工
土
地
内
）

月
額
家
賃
　
４
２，
５
０
０
円

面
積
　
38
・
64
裃

受
付
期
間
　
１
月
９
日
貉
〜
31
日
貅

応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

・
店
舗
を
経
営
す
る
に
足
る
十
分
な
資
金

　
お
よ
び
能
力
ま
た
は
経
験
が
あ
る
者

・
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
に
関
す

　
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
者

営
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
業
種

・
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適

　
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
営

　
業
の
う
ち
特
定
の
営
業

・
危
険
ま
た
は
衛
生
上
有
害
な
も
の
お
よ

　
び
騒
音
を
発
す
る
等
他
に
迷
惑
を
か
け

　
る
お
そ
れ
が
あ
る
営
業

・
そ
の
他
不
適
当
と
思
わ
れ
る
営
業

■
詳
し
く
は
、市
建
設
課（
蕁
44
・
５
０
１
１
）へ

市
営
貸
店
舗
入
居
者
募
集

　
譖
日
本
た
ば
こ
協
会
、
全
国
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
自
動
販

売
機
工
業
会
は
、
未
成
年
者
に
よ
る
自

動
販
売
機
か
ら
の
た
ば
こ
購
入
防
止
を

目
的
と
し
て
、
全
国
す
べ
て
の
た
ば
こ

自
動
販
売
機
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
式
成
人
識

別
機
能
を
持
た
せ
、
平
成
20
年
３
月
か

ら
順
次
稼
動
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
四
国

４
県
で
は
、
５
月
ま
で
に
成
人
識
別
た

ば
こ
自
動
販
売
機
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
、
５
月
か
ら
は
自
動
販
売
機
で
た
ば

こ
を
購
入
す
る
際
に
は
、
成
人
識
別
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
「
タ
ス
ポ
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
譖
日
本
た
ば
こ
協
会
タ

　
ス
ポ
運
営
セ
ン
タ
ー

　
（
蕁
０
１
２
０
・
２
２
２
・
１
８
０
）

　
　http://w

w
w
.taspo.jp/

へ

未
成
年
者
喫
煙
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
!!

成人識別たばこ
自動販売機
成人識別たばこ
自動販売機

カード読み取り部

★ICカード「タスポ」とは ?
　あらかじめ成人であることを
確認・審査したうえで発行され
る成人識別 IC カードです。発行
手数料、年会費は無料で、申込書
はたばこ販売所店頭で入手でき
ます。申込受付は、2月から。

　
経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日
現
在
で

全
国
一
斉
に
「
平
成
19
年
工
業
統
計
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は
従
業

員
数
が
４
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
・
香
川
県
・

　
市
企
画
課
（
蕁
44
・
５
０
０
１
）
へ

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
市
清
掃
事
業
課

応
募
資
格

・
日
用
品
、
雑
貨
、
食
料
品
、
医
療
品
、

　
文
具
な
ど
を
販
売
す
る
小
売
業
者
で
あ

　
る
こ
と

・
坂
出
市
内
に
有
す
る
店
舗
ま
た
は
事
業

　
所
で
取
り
扱
う
こ
と

・
手
数
料
収
納
事
務
が
適
正
に
処
理
で
き

　
る
こ
と

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

応
募
方
法
　
市
清
掃
事
業
課
に
備
え
付
け

　
の
申
請
書
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
郵

　
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
清
掃
事
業
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
４
５
０
３
）
へ
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No.446

人　権

だ  よ  り

　　小  6年
　　早奈実さん

主
将
　
　
　
　
啓
太
朗

少年
育成センター
だより

「
や
さ
し
さ
」
発
見
の
授
業
か
ら

　
道
徳
の
時
間
、
「
や
さ
し
さ
」
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
合
い
ま
し
た
。
最
初
、
「
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
再
発
見
」
プ
リ
ン
ト
か
ら
、
ま
ち

の
や
さ
し
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
き
ま
し
た
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
車
い
す
を
補
助
す
る
人
な

ど
、
ま
ち
の
や
さ
し
さ
は
思
っ
た
よ
り
も
多
く

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
自
分
の
中
の
「
や
さ
し
さ
」
を
見
つ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
や
な
と
こ
ろ
は

す
ぐ
に
見
つ
か
る
の
に
、
や
さ
し
い
と
こ
ろ
が

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
分

が
ま
わ
り
の
人
に
や
さ
し
く
し
て
い
な
い
か
ら

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で
ま
わ
り

の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
日
の
集
会
「
感
謝
の
集
い
」
の
時

も
、
な
か
な
か
自
分
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
と
は
ふ

だ
ん
の
生
活
の
中
で
両
親
や
学
校
の
み
ん
な
に

感
謝
し
て
い
る
の
に
。

　
「
や
さ
し
さ
」
は
だ
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
は

ま
わ
り
の
人
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
で

き
る
「
や
さ
し
さ
」
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
ま

わ
り
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
だ
れ
だ
っ
て
感
謝
の

気
持
ち
は
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
。
た
だ
そ
れ
が

恥
ず
か
し
か
っ
た
り
、
勇
気
が
出
せ
な
か
っ
た

り
す
る
だ
け
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
少
し
が
ん

ば
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
は
、
き
っ
と
だ
れ

の
心
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

俳  句江
尻
町

久
米
町

宇
多
津
町

江
尻
町

京
町

青
葉
町

江
尻
町

駒
止
町

福
江
町

西
庄
町

江
尻
町

江
尻
町

寿
町

寿
町

起
　
　
豊
子

鎌
田
千
雅
子

柴
村
　
貞
美

杉
崎
佳
奈
代

洲
崎
ヒ
サ
ヱ

鈴
木
　
貞
子

木
下
チ
エ
子

豊
嶋
　
明
代

中
村
ゆ
き
子

野
本
喜
美
子

樋
田
　
行
雄

樋
田
ま
ゆ
み

前
田
　
幸
子

前
田
　
吾
迷

山
門
の
奥
へ
秋
澄
む
法
然
寺

潮
差
し
て
二
百
十
日
の
停
泊
灯

穂
孕
や
二
百
十
日
の
重
さ
か
な

後
ろ
よ
り
人
来
る
気
配
落
葉
踏
む

無
住
寺
と
な
り
て
久
し
き
石
蕗
の
花

山
の
灯
の
一
つ
ま
ぎ
れ
て
冬
の
星

鐘
楼
を
素
通
り
し
た
る
秋
の
風

天
高
し
本
堂
棟
の
葵
紋

大
屋
根
の
反
り
の
深
さ
や
小
鳥
来
る

む
し
す
だ
く
空
っ
ぽ
の
脳
湯
に
浮
か
べ

万
灯
に
光
る
涅
槃
や
秋
深
し

秋
日
和
池
に
映
せ
る
幟
道

撫
で
佛
万
灯
籠
に
目
が
光
り

毘
沙
門
天
後
ろ
に
秋
の
闇
が
あ
る

は
ら
み

つ
　 

わ

ね
　
は
ん

の
ぼ
り

　
狭
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
り
、
短
時
間

に
集
中
す
る
。
「
や
ら
さ
れ
る
３
時
間
よ

り
、
や
る
30
分
」
こ
れ
が
野
球
部
の
モ
ッ
ト

ー
で
す
。
そ
し
て
「
や
れ
ば
で
き
る
。
か
な

ら
ず
で
き
る
。
絶
対
で
き
る
。
」
を
合
い
言

葉
に
、
目
指
す
は
「
全
国
制
覇
」
で
す
。

　
練
習
試
合
は
、
四
国
の
強
豪
を
含
め
、
多

く
の
チ
ー
ム
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
、
春
の
大
会
で
は

県
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
、
準
決
勝
で
桜
町
中

（
全
国
大
会
３
位
）
に
敗
れ
た
も
の
の
、
大

き
な
自
信
を
つ
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
新
チ
ー
ム
は
28
人
で
す
。
私
た
ち

は
す
ば
ら
し
き
環
境
や
多
く
の
か
た
が
た
へ

の
「
感
謝
」
を
忘
れ
ず
に
、
全
力
プ
レ
ー

で
、
ス
タ
ン
ド
や
ベ
ン
チ
の
仲
間
が
シ
ビ
れ

る
よ
う
な
「
感
動
野
球
」
を
お
見
せ
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

No.429

　　小  6年
　　　弘樹さん

大
切
に
し
た
い
一
度
き
り
の
人
生

　
ぼ
く
は
毎
日
、
テ
レ
ビ
で
い
ろ
い
ろ
な
事
件

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
前
薬
物

使
用
の
た
め
に
犯
罪
を
起
こ
し
た
悲
し
い
で
き

ご
と
を
知
り
、
お
ど
ろ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
事
件
は
大
麻
と
い
う
不

法
な
薬
物
を
吸
っ
た
後
、
頭
が
混
乱
し
て
通
り

す
が
り
の
人
を
包
丁
で
さ
し
て
重
傷
を
負
わ
せ

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
薬
物
を
使
っ
た
そ
の
人
は
、
そ
の
犯
罪
に
よ

っ
て
自
分
の
人
生
を
台
な
し
に
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
関
係
の
な
い
人
の
人
生
も
完
全
に
う
ば

っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

周
り
の
人
た
ち
を
も
悲
し
ま
せ
る
残
こ
く
な
で

き
ご
と
で
し
た
。
そ
の
と
き
父
が
以
前
、
薬
物

を
使
用
す
る
と
、
だ
れ
か
に
襲
わ
れ
る
と
い
う

幻
覚
や
だ
れ
か
に
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
る
と
い

う
幻
聴
が
起
こ
っ
た
り
、
薬
物
を
や
め
て
何
年

も
経
っ
て
か
ら
急
に
以
前
の
よ
う
な
異
常
な
感

じ
に
襲
わ
れ
た
り
し
て
苦
し
む
の
だ
と
い
う
こ

と
を
研
修
会
で
聞
い
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ぼ
く
は
そ
の
話
を
聞
い
て
と
て
も
こ
わ
い
と

思
っ
た
の
と
同
時
に
、
薬
物
な
ん
か
で
一
度
き

り
の
人
生
を
だ
れ
に
も
捨
て
て
ほ
し
く
な
い

と
、
そ
し
て
薬
物
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
、
こ
の
世
か
ら
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
ぼ
く
は
、
薬

物
に
よ
っ
て
何
も
関
係
の
な
い
人
が
人
生
を
台

な
し
に
さ
れ
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
よ
う

な
社
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
一
度
き
り
し
か
な
い
人
生
を
薬
物
な

ど
で
よ
ご
さ
な
い
よ
う
大
切
に
生
き
て
い
き
た

い
で
す
。



　私たちは、日本舞踊 絹舞会です。毎週火曜日、中央公民
館で午後1時から3時まで藤間絹舞先生にご指導いただき、
おけいこをしています。先生は初心者の私たちにも丁寧に
わかりやすく踊ってみせてくれたり、説明してくれたりし
ます。教えてもらっている者よりも先生のほうが額に汗を
にじませておけいこしてくれます。メンバーは親子ほど違
う仲間が集まって楽しくおけいこしているのですが、年齢
を忘れつい頑張ってしまい、これが私の若返りの秘訣だと
思っています。
　日本舞踊に興味のあるかた、一緒に踊ってみませんか。
どなたでも大歓迎です。ぜひ一度お立ち寄りください。

人ほのぼの
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絹  舞  会 王越拳法スポーツ少年団

婚暦50年以上の元気なご夫婦（どちらかお一人が80歳以上）を募集します。ぜひ、ご連絡ください。市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ募集

代表　川﨑千代恵 代表　木渡路裕司（蕁42・0126）

　私たち王越拳法スポーツ少年団は、毎週火曜日は王越小
学校体育館で、土曜日は王越公民館で午後 7 時から 9 時ま
で、団員 11 人と指導者 2 人で練習しています。自分のこと
だけでなく、半分は他人の幸せも考えて行動できるような
人間になることを目標にしています。
　少林寺拳法は、突き蹴り等の剛法、抜き技や逆技等の柔
法、体を整える整法の三法をバランス良く練習しています。
　県大会・坂出市長杯大会等への参加に加え、5月の開祖デ
ー月間（少林寺拳法の開祖宗道の命日である 5月 12 日にち
なみ、全国各地でさまざまな活動が行われている）には大崎
ノ鼻周辺の清掃活動等も行っています。

　四国霊場88ヵ所を歩いて巡礼する「歩き遍路」の人たち
を支援しようと、昨年10月10日、接待所「歩きへんろ加茂
駅」を自宅の庭先に開設した梶野茂さん（加茂町68歳）。
長旅に疲れたお遍路さんに休憩所を提供し、お接待をとお
してお遍路さんたちを応援している梶野さんにお話をきい
てみた。
●開設のきっかけは
　子どものころ、家の前は第79番札所天皇寺と第80番札所
国分寺をつなぐ遍路道としてたくさんの人通りがあり、当
時家族が経営していた飲食店はお遍路さんであふれていま
した。お遍路さんに接する機会が自然と多かったことか
ら、お遍路さんを温かくもてなす文化を坂出に残したいと
いう想いはずっとありました。
●歩きへんろ加茂駅とは？
　仲間づくりを目的に地元の人たちで作っている「本鴨あ
おい会」や地域のかたがたが協力してくれています。飲み
物やそれぞれの家でとれた柿やみかん、いもなどを持ち寄
ってくれており、設置しているベンチ、テーブル、冷蔵

庫、仮設トイレなども有志のかたから寄贈されたもので
す。お金をかけると続かないですから。月1回のおはぎの
接待もメンバーの土居さんによるもの。無事の巡礼を願
い、「気をつけていきまいよ」という手書きのメッセー
ジが添えられています。
　お遍路さん同士の口づてもあって、日に5～6人のかた
が足を休めていきます。すでに2回来られたかたも。全国
からのお遍路さんの話が聞けるのも楽しみの1つ。最近で
は外国人のお遍路さんも多いんですよ。ここは、お接待
をとおして地域住民とお遍路さんが交流できる場でもあ
るんです。お遍路さんにはここでホッと一息ついてもら
って、最後まで元気に参ってほしいですね。
●これからの抱負は
　近年、四国霊場88ヵ所を世界遺産に登録しようという
気運が高まっています。おもてなし文化の活性化と世界
遺産登録に向けて設立されたＮＰＯ法人「遍路とおもて
なしのネットワーク」に、私も「おもてなし大使」とし
て参加しています。心のネットワークが1つの足がかりに
なれば…。
　金山地区
社協からい
ただいたコ
スモスの種
を綾川の土
手 に ま い
て、秋には
花いっぱい
にしてお接
待したいと
思っていま
す。

人ほのぼの

No.2 歩きへんろ加茂駅No.2 歩きへんろ加茂駅

左から竹内さん、川本さん、梶野さん、岡崎さん



澆

高温で溶けた状態 高温で溶けた状態高温で溶けた状態

地震発生の仕組み

海

マントル

マントル

高温で溶けた状態

海溝

プレート滷

プレート漓

プレート滷

プレート漓

断層

　愛的  王先生  新年好!  祝  　  在  新的  一年里  万事  如意。  太郎

　国民年金は、国が運営し、保険料と国庫負担によ
り、国民が老齢・障害・死亡によって収入を得るこ
とが困難になったときに年金を支給し、生活を保障
する制度です。現役世代が高齢者を支える「世代間
扶養」のしくみにより、年金額は経済変動によって
スライドし、生涯支給されます。日本国内に住む20
歳以上60歳未満のかたは、国民年金への加入および
保険料納付が法律で義務付けられています。

10

143

87

　このコーナーでは、昔の市内の写真を募集
します。懐かしい貴重な写真をお持ちのか
た、ぜひご連絡ください。
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

坂出の地名　その24
市内の町名を表現します。

中池から飯野山を望む

No.10　地震はこうやって起きる

　今月からは地震について解説します。まずは地震
発生の仕組みです。
　地球の表面は、厚さ100km程度の10数枚の硬いプ
レートが、高温で液体状のマントルに浮いている状
態で、マントルの対流により、地表のプレートは毎
年数cmずつ移動し、プレート同士がぶつかる場所が
発生します。
　プレート漓がプレート滷にぶつかり、地球内部に
沈み込む場所が海溝です。海溝では漓が滷の端を一
緒に引きずり込み、滷はだんだん歪んできます。そ
の歪みに耐えられなくなり、元に戻ろうとはね上が
ったときに発生するのが海溝型の地震で、これは地

英 語 で は

Dear Mary, (A) Happy New Year! Wishing you good health and happiness. From Taro
ディア アメアリー ハッピー ニュー イヤー ウィッシング ユー グッド ヘルス アンド ハピネス フロム タロウ

中国語では
チンアイダ ワンシェンション ニー ザイジュウ ワンシーイーニィエンリシンダ ルーイー タイランシンニィエンハオ

　さて、新年が始まりました。今年もよろしくお願いします。
海外の友人に年賀状を送ってみませんか。一例を紹介します。

球が生きている限り、何度も繰り返し発生します。
　また、滷は澆の方向にも押され、プレート内部に
も歪みが蓄積し、耐え切れず岩盤が破壊され一気に
動き出すのが
断層型の地震
で、海溝型地
震の発生確率
が高まるにつ
れ、断層型地
震の発生件数
が増加しま
す。

20歳になったら国民年金の加入手続きを

　最近では、インターネット上でいろいろな表現が紹介されていますので、
検索してみてください。

（メアリーへ　新年おめでとう！健康で幸せでありますように。太郎より）

（親愛なる王さんへ　新年おめでとう！物事が思い通りに叶いますように。太郎より）

　個人の自助努力のみで老後に備えるには限界があ
ります。もし、公的年金制度がなかったら、家族の
養育や扶養、自分の老後の備えも行う必要がありま

す。また、障害や死亡により障害・遺族年金が必要
になる可能性もあります。

公的年金の必要性

　20歳を迎えたかたは、市役所で加入の手続きを行
ってください。学生のかたも同様です。ただし、厚
生年金保険や共済組合に加入しているかたは、改め
て手続きを行う必要はありません。
届出先　市市民課年金係（蕁44・5005）

日　時　1月29日貂10：00～16：00
会　場　市役所玄関ロビー
問合先　香川県国民年金基金（蕁0120・654・192）

手続きは

（現　在） 

（昭和48年）佐藤輝子さん（小山町）より

国民年金基金相談

＜町＞両手で屋根の形を作り、
左から右へ移動させることで、
家が密集した町を表現

＋

＜坂出＞高松駅から6番目
という意味で数字の「6」
を表現

坂出 町
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2007さかいで  まなとピア  フェスティバル
　生涯学習の祭典、まなとピア フェスティバルが駅周辺を
舞台に11月4日から11日まで開催されました。写真は、最終
日11日の各会場から。子どもから高齢者まで、参加者それ
ぞれが個性を輝かせ、文化・芸術の秋を満喫。今年も多く
の素敵な笑顔に出会えました。

親子で坂出まち歩き
　地元有志で結成された「さかいでしおの里準
備委員会」が、12月1日、公募で集まった親子20
人とともにまち歩きを行いました。参加者は参
加証作り、手打ちうどん作り、魚のウロコ取り
などを体験し、職人の技に触れながら商店街を
探検。最後は坂出名産の金時人参、金時いもな
どが入った「金時うどん」を試食して締めまし
た。身も心も温まり大満足のまち歩きでした。

厚生労働大臣からの委嘱状伝達
　12月4日、市水道局にて次期民生委員・
児童委員および主任児童委員139人のかた
がたに対する厚生労働大臣からの委嘱状伝
達式がありました。任期は平成22年11月末
までの3年間です。本市の地域福祉発展の
ため、よろしくお願いいたします。

第15回中央もちつき大会（表紙写真と関連）
　12月9日、鉄砲町児童公園では中央校区の地域のみなさんが集まり、年末恒
例のもちつき大会が開催されました。この日用意されたのはもち米75kgと粒
あん35kg。次々と蒸されては石臼に移されていくもち米は、男性の威勢のい
い掛け声とともにリズムよく杵でつかれ、待ち構える女性たちの手で手際よ
く丸められていきました。出来上がった1,500個のもちは、ぜんざいやあんも
ちとして来場者に振舞われ、大盛況でした。

　12月1日、人権啓発キャンペ
ーンに合わせて、人権マスコッ
トマーク発表および受賞者表彰
式があり、井口やすひささん
（東京都）が最優秀賞を受賞し
ました。現在このマスコットマ
ークの愛称募集中です。応募締
切は1月18日まで。多数のご応
募をお待ちしています。

坂出市人権マスコットマークの愛称募集中!!花岡コレクション2007
Transition

▲魚のウロコ取り体験
　　　　　　（吉本鮮魚店）
蜻手打ちうどん作り体験
　　　（勤労福祉センター）

友遊あいらんどステージ 市民ふれあい会館 駅前ハナミズキ広場友遊あいらんどステージ

香風園　ふれあいらんどステージ香風園　ふれあいらんどステージ

市民ふれあい会館 駅前ハナミズキ広場

市民美術館前芝生広場

　11月14日、坂出一高ファッショ
ンデザイン科の生徒による第13回
ファッションシヨーが市民ホール
にて開催されました。軽快な音楽
に合わせ、独創性あふれる作品が
約60点披露された後、同校創立
100周年にあたり、1970年代当時
の生徒作品も紹介されました。

市民美術館前芝生広場



1

日 曜 行　　事　　名

13 日 平成19年度県総合バドミントン選手権大会

20 日 第50回坂出市民卓球大会
県中学生バドミントン強化練習会

6 日 平成19年度県総合バドミントン選手権大会
12 土 第11回ＯＨＫ杯バレーボール大会ブロック予選（5年生）

14・19 祝・土 第8回県ジュニアバドミントン選手権大会

24 木 坂出市学童ミニバスケットボール大会
25～27 金～日 四国卓球選手権大会

12

蕁45・6677　火～金  9:00～18:00　土 ・ 日  9:00～17:00　  休館日　毎週月曜日・祝日振替日15日（火）　年始1日（火）～4日（金）

蕁45・1505
～休館日～毎週火曜日

蕁45・7110
開館 9：00～17：00（入館は16：30）

日 曜 行　　事　　名

蕁45・6670
～休館日～毎週月曜日

蕁44・5057
7：30～19：00

ちょっと自慢の作品展
1月12日（土）～14日（祝）最終日は16時まで

エルダー・キティ展（友禅染、手芸、ちぎり絵）
1月19日（土）～27日（日）最終日は16時まで

第37回幼児画展

会 期

入館料

1月18日貊～20日豸
最終日は15時まで
無料

　市内13保育所、全児童の作品約1,800点を展示
します。

生活文化展

会 期

入館料

1月26日貍・27日豸
最終日は15時まで
無料

　坂出市内の婦人会が、生活文化の向上を目指
して開催している作品展です。手芸を中心に書
や油彩画など、日ごろの成果を発表します。

月月
坂
出
市
体
育
指
導
委
員
会
主
催
　
ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
　
１
月
25
日
貊
〜
27
日
豸

　
　
　
午
後
８
時
30
分
市
役
所
前
出
発

会
場
　
大
山
ス
キ
ー
場
（
鳥
取
県
）

定
員
　
35
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
大
人
２
５，
０
０
０
円

　
小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
１，
０
０
０
円

申
込
　
１
月
15
日
貂
ま
で
に
左
記
ま
で

問
合
先
　
市
体
育
課
（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

海
外
派
遣
事
業
　
参
加
者
募
集

●
冬
期
海
外
派
遣
事
業

期
間
　
２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
（
10
〜
15
日
間
）

さ
か
い
で
Ａ
ｒ
ｔ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
８
作
品
募
集

　
平
面
作
品
（
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
な
ど
）

の
全
国
公
募
展
で
す
。
市
民
の
か
た
が
た
の
作

品
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
搬
入
　
直
接
搬
入  

３
月
22
日
貍
・
23
日
豸

　
　
　
　
　
委
託
搬
入  

３
月
20
日
豢
・
21
日
貊

　
　
　
　
　
　
　  

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
期
　
４
月
20
日
豸
〜
５
月
４
日
豢

出
品
料
　
１
点
２，
０
０
０
円
で
１
人
２
点
以
内

審
査
員
　
針
生
　
一
郎  

氏
（
美
術
評
論
家
）

　
　
　
　
濱
野
　
年
宏  

氏

　
　
　
　
　
　
（
英
国
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
大
学
名
誉
博
士
）

申
込
　
３
月
11
日
貂
〜
19
日
貉
必
着
で
、
出
品

　
料
と
関
係
書
類
を
添
え
て
左
記
ま
で

問
合
先
　
坂
出
市
民
美
術
館
　
さ
か
い
で
Ａ
ｒ
ｔ

　
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
８
係
（
蕁
45
・
７
１
１
０
）

平
成
20
年
度
准
看
護
学
生
2
次
募
集

募
集
人
数
　
10
人
　
修
業
年
限
　
２
年

資
格
　
高
等
学
校
卒
業
お
よ
び
平
成
19
年
度
卒

　
業
見
込
み
の
か
た

願
書
締
切
　
１
月
９
日
貉
午
後
５
時

選
考
日
　
１
月
10
日
貅
午
前
９
時
〜

問
合
先
　
坂
出
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
45
・
４
０
８
０
）

坂
出
ス
キ
ー
協
会
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
　
２
月
10
日
豸
〜
11
日
豢

　
　
　
午
前
６
時
市
立
体
育
館
出
発

会
場
　
大
山
ス
キ
ー
場
（
鳥
取
県
）

14 祝 平成20年成人式
6 日 Lil  Sister & Y-ESSダンス発表会

26・27 土・日 チャリティ歌謡発表会

17日
24日

10日

  4日
11日

火

と　き
  8日
22日

西　庄

29日 松　山
  9日
16日
23日
30日

島しょ部

場　　所

水

木

金

王　越
川　津
府　中

府　中
東　部

18日 中　央
金　山

25日 西　部

加　茂
瀬　居
林　田

あそびの広場
6日豸10時30分～

映画の会 5日貍14時～

昔遊びで楽しもう
13日豸10時～

紙芝居の会

ゆりかごおはなし会
22日貂10時30分～

こどもお作法教室　茶道
27日豸14時～

12日貍14時～
19日貍・26日貍11時～

山田かをる人形教室のみなさんによる木目込人形展示

今月
の

市民展示コーナー市民展示コーナー

薗
部
　
澄 

ほ
か  

写
真

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ア
ン
ソ
ニ
ー

　
著

1
9
9
5
年
の
ス
モ
ー
ク
・

　
　
　
　
オ
ン
・
ザ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

写
真
で
見
る
懐
か
し
い
昭
和
の
記
憶

　
　
　
　
　
昭
和
30
年
頃
の
香
川
県

戦
火
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
動
物
園
を
救
え

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
大
人
１
８，
０
０
０
円

　
小
人
（
中
学
生
以
下
）
１
５，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
喜
田
（
蕁
46
・
３
２
５
０
）

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

　
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
研
修
、
文
化
交
流
等

対
象
　
高
校
３
年
生
〜
一
般

参
加
料
　
29
万
円
〜
36
万
８，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
別
途
共
通
経
費
２
万
円
が
必
要
）

申
込
締
切
　
１
月
17
日
貅

●
春
休
み
国
際
交
流
事
業

期
間
　
３
月
26
日
貉
〜
４
月
６
日
豸
（
８
日
〜
12
日
間
）

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

　
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

　
フ
ィ
ジ
ー
、
韓
国

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
等

対
象
　
小
学
２
年
生
〜
高
校
３
年
生

参
加
料
　
13
万
８，
０
０
０
円
〜
36
万
円

　
　
　
　
（
別
途
共
通
経
費
３
万
円
が
必
要
）

申
込
締
切
　
２
月
７
日
貅

資
料
請
求
・
問
合
先
　
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
（
蕁
０
３
・
３
３
５
９
・
８
４
２
１
）

　
　
　
　http://w

w
w
.kskk.or.jp

1

五
十
嵐
　
貴
久
　
著



教育相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

少年育成センター
（蕁46・2777）

13

行政相談 16日貉
  10：00～15：00

市総務課
（蕁44・5002）

定例農業相談 10日貅
    9：00～11：00

市農業委員会
（蕁44・5013）

家庭児童・女性相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

酒害相談 第1貂
  13：30～15：30

療育相談

第2貂
    9：30～11：30
第4貂
  13：30～16：30

高齢者住宅相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

市建設課
（蕁44・5011）

巡回経営相談 9日貉
  13：00～16：00

川津公民館
（蕁48・0101）

社会保険労務士相談 毎週（水）
    9：30～12：00

人権相談 16日貉
  10：00～15：00

勤労福祉センター
（蕁46・2463）

男女共同参画相談 17日貅
  13：30～16：00

市企画課
（蕁44・5001）

育児相談 毎週（月～金）
    9：00～17：00

子育て支援センター
みどり保育園内
（蕁44・3930）
金花保育園内
（蕁46・8747）

交通事故相談
（弁護士相談日）

第2・4貍（要予約）
    9：00～12：00

高齢者職業相談 毎週（月～金）
    9：00～16：00

高年齢者職業相談室
（蕁44・5030）

福祉総合一般相談 毎週（月～金）
    9：30～15：00

交通事故相談 毎週（火・木・土）
    8：30～17：00

身体障害者
生活支援相談

毎週（月～土）
    9：00～17：00

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内
（蕁56・3070）

法律相談
（弁護士相談日）

第3貅
  13：00～16：00※事前に一般相談を受けてください。

相談名 と　　　き と　こ　ろ

各
　
種
　
相
　
談

記帳指導相談
IT相談（要予約）
労務相談
金融相談
商工業者法律相談

16日貉
  13：00～16：00
  10：00～16：00
  13：00～15：00
  10：00～15：00
  13：00～16：00

市社会福祉課
（蕁44・5007）

社会福祉協議会
（蕁45・1133）

中央公民館相談室
（蕁46・5511）

障
害
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

募
集
人
数

●
１
年
制

　
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
　
　
　
　
10
人
程
度

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
　
10
人
程
度

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
　
　
15
人
程
度

　
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
　
10
人
程
度

●
６
カ
月
制

　
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
　
15
人
程
度

願
書
締
切
　
１
月
24
日
貅

選
考
日
　
２
月
６
日
貉

問
合
先
　
国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開

　
発
校
（
蕁
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０
）

商工会議所
（蕁46・2701）

源
氏
物
語
講
座

日
時
　
１
月
６
日
豸
午
前
10
時
〜

会
場
　
大
橋
記
念
図
書
館

講
師
　
佐
藤
　
恒
雄
　
氏
（
香
川
大
学
教
授
）

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
学
び
た
い
、
生
涯
学
習
に
興
味
が
あ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
か
た

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
　
２
月
29
日
貊

資
料
請
求
・
問
合
先
　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ

　
ン
タ
ー
（
０
８
７
・
８
３
７
・
９
８
７
７
）

　http://w
w
w
.u-air.ac.jp

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業

　
離
島
に
在
住
し
て
い
る
人
、
活
動
し
て
い
る
団

体
等
が
行
う
離
島
の
産
業
振
興
、
生
活
・
文
化
・

福
祉
の
向
上
、
他
地
域
と
の
交
流
促
進
、
そ
の
他

人
材
育
成
に
必
要
な
事
業
の
助
成
を
行
い
、
自
発

的
な
島
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

助
成
金
額
　
経
費
の
１
／
２
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

申
込
締
切
　
２
月
４
日
豺

問
合
先
　
市
企
画
課
（
蕁
44
・
５
０
０
１
）

水
道
管
も
冬
じ
た
く
を

　
冬
に
な
る
と
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な

っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
事
故
が
起

き
ま
す
。
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や

北
向
き
の
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
凍
り
や
す

い
の
で
、
保
温
材
か
布
・
毛
布
な
ど
を
巻
い
て
保

温
し
、
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が
ら
、
気
長
に
溶
か
し
て
く

だ
さ
い
。
急
い
で
熱
湯
を
か
け
る
と
、
蛇
口
や
水

道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
市
水
道
局
（
蕁
46
・
４
５
９
７
）

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
１
１
０
番
は
、
み
な
さ
ん
が
事
件
、
事
故
な

ど
に
遭
わ
れ
た
と
き
の
「
警
察
へ
の
緊
急
通
報

用
電
話
」
で
す
。

　
１
１
０
番
通
報
は
、
高
松
市
に
あ
る
県
警
本

部
通
信
指
令
室
で
受
理
す
る
と
と
も
に
、
警
察

署
で
も
同
時
に
内
容
を
聞
き
、
近
く
に
い
る
パ

ト
カ
ー
や
警
察
官
を
現
場
に
急
行
さ
せ
ま
す
。

●
１
１
０
番
を
か
け
た
と
き
に
は
、

　
・
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　
・
い
つ
、
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か
？

新
春
山
地
支
部
長
杯
親
善
囲
碁
大
会

日
時
　
１
月
13
日
豸
午
前
９
時
〜

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１，
０
０
０
円

問
合
先
　
横
川
（
蕁
23
・
７
６
４
９
）

消
防
出
初
式

日
時
　
１
月
６
日
豸
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
綾
川
河
川
敷
（
雲
井
橋
〜
新
雲
井
橋
）

　※

雨
天
の
場
合
は
、
白
峰
中
学
校
体
育
館
で
式
典
の
み

健
康
教
育
講
演
会

日
時
　
１
月
26
日
貍
午
後
１
時
20
分
〜
４
時
40
分

会
場
　
坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
演
　
「
食
生
活
と
健
康
」

　
コ
ー
デ
ィ
ー
代
表  

料
理
研
究
家
　
浜
田  

陽
子  

氏

「
ボ
ケ
な
い
生
き
方
教
え
ま
す
」

　
　
浜
松
早
期
認
知
症
研
究
所

　
　
　
　  

所
長
　
医
学
博
士
　
金
子  

満
雄  

氏

問
合
先
　
市
保
健
課
（
蕁
44
・
５
０
０
６
）

禁
煙
相
談

日
時
　
１
月
16
日
貉
〜
３
月
　
全
４
回

会
場
　
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
保
健
師
に
よ
る
個
々
に
合
わ
せ
た
ア
ド

　
バ
イ
ス
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
検
査
、
呼
気
中
一

　
酸
化
炭
素
濃
度
検
査

定
員
　
５
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
　
１
月
４
日
貊
か
ら
電
話
に
て
左
記
ま
で

問
合
先
　
市
保
健
課
（
蕁
44
・
５
０
０
６
）

〜
緊
急
時
　
頼
れ
る
あ
な
た
の
　
１
１
０
番
〜

〜
安
心
の
　
警
察
相
談
　
♯
９
１
１
０
〜

　
・
け
が
人
は
い
ま
す
か
？

　
・
犯
人
の
特
徴
お
よ
び
逃
げ
た
方
向
・
手
段
は
？

　
・
あ
な
た
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
は
？

　
な
ど
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
ず
落
ち

着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

●
急
を
要
し
な
い
「
相
談
」
や
「
要
望
」
、

「
問
い
合
わ
せ
」
な
ど
は
、

　
・
警
察
相
談
１
１
０
番

　
　
プ
ッ
シ
ュ
回
線
電
話
（
♯
９
１
１
０
）

　
・
坂
出
警
察
署
（
蕁
46
・
０
１
１
０
）

を
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者
　
消
防
団
員
、
職
員
、
番
の
州
地
区
特

　
別
防
災
協
議
会
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の

　
消
防
関
係
者
約
６
５
０
人
、
消
防
車
両
60
台

内
容
　
分
列
行
進
、
優
良
消
防
団
員
・
職
員
の

　
表
彰
、
祝
賀
放
水

問
合
先
　
市
消
防
本
部
（
蕁
46
・
０
１
１
９
）



おくやみ  11月1日～11月30日

14

（ご遺族の希望により掲載しています）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、
入
学
時
や
在
学
中
に
必

要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度
で

す
。

融
資
額
　
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

利
率
　
年
2.5
％
（
平
成
19
年
12
月
12
日
現
在
）

問
合
先
　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン

　
タ
ー
（
蕁
０
５
７
０
・
０
０
８
・
６
５
６
）

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
高
松
支
店

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
５
１
・
０
１
９
８
）

催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
に
気
を
つ
け
て
！

　
「
無
料
で
粗
品
を
あ
げ
る
」
「
景
品
を
配

る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消
費
者
を
仮
店
舗
な
ど

閉
め
切
っ
た
場
所
に
誘
い
込
み
、
日
用
品
な
ど

を
無
料
ま
た
は
安
価
で
配
布
し
な
が
ら
場
を
盛

り
上
げ
、
熱
狂
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
布
団
や

健
康
器
具
な
ど
高
額
な
商
品
の
契
約
を
結
ば
せ

る
「
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
」
と
い
わ
れ
る
悪
質

業
者
の
手
口
が
あ
り
ま
す
。

　
契
約
す
る
際
は
雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
、
必
要

か
ど
う
か
を
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
８
日
以
内
な
ら
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

　
　
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
３
３
・
０
９
９
９
）

・
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
３
４
・
０
０
０
８
）

第
62
回
香
川
丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

日
時
　
２
月
３
日
豸
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
35
分

規
制
区
間
　
県
道
33
号

　
県
立
丸
亀
競
技
場
〜
坂
出
市
元
町

問
合
先
　
香
川
丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

　
務
局
（
蕁
24
・
６
２
７
４
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
さ
か
い
で
11
月
号
２
頁
中

「
西
行
法
師
の
み
ち
」
の
石
段
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
８
３
０
段
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

香
川
県
内
の
最
低
賃
金

　
香
川
県
内
の
す
べ
て
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ

る
「
香
川
県
最
低
賃
金
」
は
、
時
間
額
６
４
０

円
に
改
定
さ
れ
、
平
成
19
年
10
月
21
日
か
ら
発

効
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
次
の
産
業

・
納
期
限
は
1
月
31
日
貅
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

7
　
期

国
民
健
康
保
険
税

7
　
期

介

護

保

険

料

大池、小山、川津 その他 王越日付および
作業者名

4・5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～月末

駒止、笠指、京、室
旭、横津、入船、昭
和、久米、福江、谷
江尻

林田、高屋、神谷
大屋冨、青海

西庄、加茂、府中

その他：元、本、寿、白金、御供所、宮下、八幡、常盤、築港、中央、坂出、新浜、池園、花、青葉、文京、富士見、瀬居、沙弥、番の州、沖ノ浜、西大浜北・南

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工
46-1894

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工
46-1894

キ
ト
ロ
　
4
2-

0
1
2
6

藤堂設備
48-2860

綾川水道
48-0538

高橋産業
46-4984

昇栄水道
48-0358

藤堂設備
48-2860

綾川水道
48-0538

ナニワヤ
46-5656

藤沢住設
46-2192

田中水道
46-2807

多田羅水道
46-3053

高倉工業
46-3057

山田水道
46-3794

旭電機水道
46-2898

松岡水道
46-4602

鈴木設備
46-2021

長尾環境設備
46-3863

中條電機
46-4261

森崎工業
46-1371

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

十河電機
47-0328

ナカトミ
47-0729

善
意
の
贈
り
物

パ
ソ
コ
ン
本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
プ
リ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
各
１
台
　
　
中
川
　
正
（
高
屋
町
）

松
山
小
学
校
へ

坂出花かつを前
ハーフ折返し点

11:01～12:08坂出自動車整備工場前
11:00～12:04

さぬき浜街道

別
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
者

は
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
い
と
き
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
　
　
　
７
４
０
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
　
　
７
８
０
円

・
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
５
円

・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
電

　
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
　
７
３
３
円

効
力
発
効
日
　
平
成
19
年
12
月
15
日

問
合
先
　
香
川
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
１
１
・
８
９
１
９
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
　
３
月
２
日
豸

会
場
　
香
川
大
学
工
学
部
（
高
松
市
）

試
験
種
類
　
乙
種
第
４
類

受
付
期
間
　
１
月
23
日
貉
〜
２
月
１
日
貊

申
込
先
　
譛
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
香
川
県

　
支
部
　
〒
７
６
０-

０
０
６
６
高
松
市
福
岡
町

　
２-

２-

２
香
川
県
産
業
会
館
４
階

（
０
８
７
・
８
２
３
・
２
８
８
１
）

問
合
先
　
市
消
防
本
部
（
蕁
46
・
０
１
１
９
）



パパママ学級 20日豸　13：30～15：30 妊婦さんと家族

17日貅　14：00～15：30 講話　豊かな食生活のための歯と口腔の健康づくり 歯科医師　細川　智弘
  10日貅　14：00～15：30 講話　閉じこもり・うつ・認知症予防 医師　繁　　昌和

25日貊　14：00～15：30 実技　高齢者の運動「足スッキリほくほくマッサージ」 運動指導士　中村　麻紀

22日貂　  9：30～11：00 実技　64歳までの運動「足指力測定と足つぼマッサージ」 運動指導士　渡里　美佳

10日貅　  9：30～11：00 実技　高齢者の運動「寒さに負けないで動きましょう」 運動指導士　渡里　美佳

  7日・21日豺 14：00～15：30 実技　高齢者の運動「笑って元気に体操」 運動指導士　森　　明美

市保健課市民武道場

王越町保健センター

市地域包括
支援センター
蕁44・5091

9日貉　14：00～15：00 糖尿病教室「血圧を下げるには」 糖尿病内科医長　大工原裕之
15日貂　14：00～15：00 講話　生活習慣病で何が悪い 循環器内科医長　吉川　　圭
23日貉　14：00～15：00 講話　らくらくカロリー計算（メタボリックシンドローム対策） 管理栄養士　後藤　　幸

市立病院
2F講堂

市立病院
蕁46・5131

市民ふれあい
会館

蕁44・5070

15

離乳食講習 21日豺　13：15～14：00 生後3～4カ月
ことばの相談（要予約）10日貅　13：30～15：30 言葉の遅れや発音が気になるかた

子育てサークル 21日豺　14：00～15：00 生後3カ月～1歳まで

こども相談（要予約）18日貊　  9：00～11：00 子育てに不安のあるかた
3歳児健康診査 24日貅　13：15～14：45 平16.6月生まれ
2歳児相談 10日貅　  9：30～11：00 平18.1月生まれ
1歳6カ月児健康診査 17日貅　13：15～14：45 平18.7月生まれ
3～4カ月児健康診査   8日貂　13：15～14：45 平19.9月生まれ

■母子保健行事 ところ  地域保健センター　蕁45・7437
内　　容 と　　き 対　　象

坂
出
市
立
病
院
糖
尿
病
内
科
医
長
　
大
工
原
　
裕
之

編 集 後 記

市保健課  蕁44・5006

■健康教室
と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

　
昆
布
は
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
に
通
じ
る

縁
起
の
い
い
食
べ
物
と
し
て
、
お
正

月
の
お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
め
で
た
さ
を
演
出
す

る
だ
け
で
な
く
、
体
に
も
良
い
食
品

で
す
。

　
沖
縄
伝
統
料
理
に
欠
か
せ
な
い
昆

布
で
す
が
、
沖
縄
で
は
昔
か
ら
全
国

平
均
の
1.5
倍
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
沖
縄
近
海
で
採
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
一
番
遠
い
北
海
道
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
運
ん
で
来
て
使
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
沖
縄
県
人
は
長

寿
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
特
有
の
ヌ
メ
リ
成
分
は
水
溶
性
食
物
繊
維
の
ア
ル
ギ
ン
酸
で
、

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少
さ
せ
、
整
腸
効
果
を
も
た
ら

し
便
秘
を
解
消
さ
せ
ま
す
。
血
圧
を
下
げ
る
カ
リ
ウ
ム
や
、
骨
や

歯
を
強
く
し
イ
ラ
イ
ラ
防
止
に
役
立
つ
カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊
富
で

す
。
ヨ
ー
ド
は
体
内
の
代
謝
を
活
発
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
不
足

し
て
い
る
と
低
体
温
や
精
神
不
安
、
抵
抗
力
低
下
、
老
化
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
食
物
の
味
と
し
て
の
「
う
ま
み
」
は
含
ま
れ
る
グ
ル

タ
ミ
ン
酸
に
よ
る
も
の
で
す
。
昆
布
の
生
命
の
エ
キ
ス
を
だ
し
の

う
ま
み
と
し
て
い
た
だ
く
と
、
調
味
料
の
量
を
無
理
な
く
減
ら
し

て
、
料
理
の
塩
分
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
同
じ

海
藻
で
も
ワ
カ
メ
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
含
ま
れ
な
い
の
で
だ
し

が
出
ま
せ
ん
。

　
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
脳
細
胞
や
神
経
系
の
働
き
を
良
く
し
て
、
こ

れ
を
摂
取
し
て
い
る
と
知
的
活
動
や
思
考
力
が
高
ま
る
こ
と
は
あ

り
得
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
「
昆
布
を
食
べ
る
と
髪
の
毛
が
増

え
た
り
、
黒
く
な
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
は
迷
信
で
、
何
も
根
拠

は
な
い
よ
う
で
す
。

234

よろこぶ「昆布」

　 15日貂　13：30～15：30　地域保健センター
　※要予約　市保健課（蕁44・5006）
　※65歳以上のかたは、市地域包括支援センター
　　（蕁44・5091）へご相談ください。

■栄養相談（対象：64歳以下のかた）

■予防接種　個別接種
ジフテリア・百日せき・
破傷風混合（DPT） BCG

平19・10月生まれ 平19・10月生まれ平19・1月生まれ
※個別接種については実施対象月です。母子健康手帳をご持参ください。

麻しん・風しん混合（MR）

■健康相談
　毎週月～金曜日　8：30～17：00　市保健課

※当番医院のお知らせは（蕁45・0199）
　診療時間9：00～18：00

2
貉

みのりクリニック 59・0082駒止町一外

まつむら内科クリニック 44・1133江尻町内

いけうち小児科医院 49・2100宇多津町小

6
豸

西山脳神経外科病院 48・3366加茂町外

国重医院 46・5501元町四内

宇多津クリニック 56・7777宇多津町内

14
豢

くわはら医院 49・3200宇多津町外

三木内科胃腸科医院 46・3658宮下町内

赤沢病院 48・3200府中町内

3
貅

まえだ整形外科外科医院 46・5056室町三外

綾循環器科内科医院 46・6277久米町一内

佐藤医院 46・3387元町一内

■休日当番医院
内　　容 町名日 電話番号

13
豸 回生病院 室町三 46・1011内・小・外

20
豸 坂出市立病院 文京町一 46・5131内・小・外

1
豢 聖マルチン病院 谷町一 46・5195内・小・外

27
豸 聖マルチン病院 谷町一 46・5195内・小・外

　2008 年 新春のおよろこび
を申しあげます。
　本年、瀬戸大橋は開通 20周
年を迎え、香川・岡山の両県
ではさまざまな記念行事が予
定されています。開通当時小
学生だった私は、瀬戸内海に
架かる巨大な橋に、「こんなも
のを人間が造れるのか」とず
いぶん驚いたものです。
　坂出は、瀬戸大橋の開通に
より、四国の玄関口として、ま
た鉄道と高速道路の 2 つの幹
線の結節点として重要な役割
を果たしてきました。そして
開通 20 周年を迎える今、「瀬
戸内の交流拠点・活力とふれ
あいの坂出」の実現に向け、橋
を介したますますの交流が深
まればと願っています。

●ウイルスをもらわない

インフルエンザ予防3原則
・外出時はマスクをする
・帰宅時は手洗いとうがいをする
・流行する時期は、人ごみへの外出はできるだけ控える
・室内は適度な湿度（60～70％）を保つ

●抵抗力をつける
・十分な栄養と睡眠をとる
・適度な運動をする

●免疫をつける
・予防接種を受ける



死亡  46人
（-4）

世帯数
21,422世帯（-14）

火災
2件

救急
291件

（
11
月
）

交通事故  57件
（死者0人）

転出  148人
（9）

出生  35人
（-5）

転入  103人
（-30）

人口56,489人（-56）

女29,656人（-31）
男26,833人（-25）

12月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

16

（　）は前月比

※広報に掲載された写真は、希望者に差しあげます。
　お気軽に市秘書課（蕁44・5000）までお申し出ください。
【表紙の写真】中央もちつき大会

166
坂
出
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（材料）4人分 鶏手羽元と　　　
ごぼうの黒酢煮

（
作
り
方
）

鶏
手
羽
元
は
サ
ッ
と
洗
っ
て
水
気
を

ふ
き
、
塩
・
こ
し
ょ
う
を
す
る
。
ご

ぼ
う
は
皮
を
こ
そ
げ
、
４
〜
５
袍
長

さ
に
切
っ
て
縦
３
〜
４
つ
割
り
に

し
、
水
に
さ
ら
す
。
し
ょ
う
が
、
に

ん
に
く
は
薄
切
り
に
す
る
。

鍋
に
鶏
手
羽
元
と
ご
ぼ
う
、
し
ょ
う

が
、
に
ん
に
く
を
入
れ
、
Ａ
の
調
味

料
を
加
え
て
強
火
に
か
け
る
。
煮
立

っ
た
ら
中
火
弱
に
し
て
ア
ク
を
取

り
、
落
し
ぶ
た
を
し
て
30
〜
40
分
、

途
中
上
下
を
返
し
な
が
ら
煮
含
め

る
。

器
に
盛
り
、
鍋
に
残
っ
た
煮
汁
に
ヘ

タ
を
除
け
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
加
え
、

サ
ッ
と
煮
絡
め
て
散
ら
す
。
小
口
切

り
に
し
た
ね
ぎ
を
天
盛
り
に
す
る
。

漓滷澆

「1人分の栄養量」
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

207
11.1
9.3
22
1.8

kcal
g
g
mg
g

鶏手羽元
塩・こしょう
ごぼう
しょうが・にんにく

Ａ 各80ml
100ml

小さじ1
大さじ3
大さじ4
大さじ2

黒酢・酒
水
鶏がらスープの素（顆粒）

砂糖
しょうゆ
みりん

12本
少々
160ｇ

各1かけ

ミニトマト
細ねぎ

12個
少々

　今月は平成18年7月から9月生
まれのお子さんを募集します。
　ご希望の人は、お子さんの名・住
所・生年月日・保護者の氏名・連絡先
を明記のうえ写真・メッセージ（28字以
内）を添えて郵送でご応募ください。

申込・問合先
〒762-8601  坂出市室町二丁目3番5号
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

締切日　1月10日（木）必着
応募者多数の場合は抽選

　　　  6年
　　　暁さん

けんと あきら

　　　  6年
　　  賢人さん

かな

　　　  3年
　　  華奈さん

（一輪車、上手になったよ）（たいこだい、　　　　　　
　　　　かっこいいなあ！）

　　　　　  5歳児
　　  美羽ちゃん

なおひろ みう

　　　  5歳児
　　  尚弘ちゃん

い
た
ず
ら
大
好
き
琥
太
郎

た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
あ
れ
！

大
き
く
な
っ
て
も
仲
良
く
し
て
ね
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
パ
よ
り

み
ん
な
徠
ち
ゃ
ん
の
こ
と
大
好
き
だ
よ
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
な
ぁ
〜
れ
蟋

　　  琥太郎ちゃん

　　　  永遠ちゃん

こたろう らいむ

　　　陽菜ちゃん
ひなとわ

　　　百花ちゃん
ももか

　　　徠夢ちゃん

最
高
の
笑
顔
を

　
　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
蟋

イ
タ
ズ
ラ
大
好
き
陽
菜
ち
ゃ
ん
蟋

　
　
　
　
　
元
気
に
育
っ
て
ね
♪

　　　颯太ちゃん
そうた

し
っ
か
り
も
の
の
そ
う
た
君

　
　
　
　
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
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